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職業 

アンケート結果について 
 第三次長野市環境基本計画を策定するにあたり、関心度の把握、課題点の抽出及び重点施策の設定等

の参考とするために、市民、事業者に対してアンケートを実施しました。 

１ 市民アンケートの実施概要 
 毎年実施している「まちづくりアンケート」にて実施 

実施期間 令和２年８月 27 日（木）から９月 10 日（木）まで 
調査対象 市内在住の 18 歳以上の男女 
回収結果 3,144 通  回収率：62.9％ 

（１）回答者の属性 

・70 歳代以上が最も多く 29.8％、ついで 60歳（18.6％）、50 歳代（17.3％）であった。 

・無職が最も多く（19.5％）、次いでパート・アルバイト（15.9％）、専業主婦（主夫）（14.0％） 

となった。 

 

 
 
 

 

 

 

 

（２）長野市の環境に対する満足度 

・「満足」「ほぼ満足」を合わせると、全項目が５割を超えている。 

・「空気のさわやかさ」が 77.0％で最も高く、次いで「ごみの散乱がない清潔さ」（67.3％）、「鳥・昆

虫・緑などの身近な自然」（66.5％）となっている。 

・平成 27 年度と令和２年度を比べると、「空気のさわやかさ」の満足度はほぼ横ばいだが、他の全て 

の項目で満足度が高まっている。特に高くなったのは、「市街地や住宅地の景観」「ごみの散乱がな

い清潔さ」「鳥・昆虫・緑などの身近な自然」などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別 年代 

【資料８】 
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（３）地球温暖化対策への取組状況 

・「既に取り組んでいる」が 51.9％で約半数を占め、平成 27 年度と比べて 16.8 ポイントと大きく増

加している。 

・「取り組んでみたいが、何をして良いか分からない」は 31.5％から 25.3％へ、「重要性は認識してい

るが、手間やコストがかかるため、取り組むことが出来ない」は 19.8％から 11.2％へとなっており、

どちらも前回より改善している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

≪参考資料：長野県世論調査協会「環境と暮らし 2020」調査より≫ 

 

  問 長野県が宣言した「気候非常事態宣言」 

   では、省エネルギーと再生可能エネルギー 

の普及拡大を推進するとしていますが、あ 

なた自身が協力できると思うことを、次の 

中から２つお答えください。 

 

【環境に対する満足度の経年変化】 

【地球温暖化対策への取り組みの推移】 
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（４）今後重要と考える取組 

・「温暖化によるさまざまな影響は避けられないので、それに備えた防災や健康リスク対策等を進める」

の気候変動への取組が 28.4％と最も多い回答となった。 

・次いで、「省エネルギーの促進や再生可能エネルギーの普及拡大等による地球温暖化対策を進める」

の地球温暖化対策への取組が 27.8％となった。 

・上位２項目は、全体、性別、年代別でもほぼ同一だが、年代が下がるにつれてより多く選択される

傾向にあり、特に「10歳代」では地球温暖化対策への取組が 35.3％に達している。 

・生物多様性の保全への取組については、全体では 5.8％だが、10 歳代では 15.7％、30 歳代では 

10.6％と若い年代の方が高い傾向がみられた。 

 

【全体】 
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【10歳代】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【30歳代】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●総評 

・現況の環境に対する満足度は、前回の調査時と比べ、満足・ほぼ満足の割合が全体的に増加傾向

にあり、市の環境に対する肯定的な意識が伺える。 

・地球温暖化対策への取組状況では、約半数が「既に取り組んでいる」と答えており、意識の向上

が見られる。引き続き、情報提供や周知啓発が重要と思われる。 

・今後重要と考える取組については、気候変動及び地球温暖化対策への取組がどの世代でも上位を

占め、特に若い年代に顕著であることから、重点的な取り組みが必要と思われる。 

・「ごみの散乱がない清潔さ」の満足度は上がっているが、多くの市民が今後重要と考える取組に「ポ

イ捨てや不法投棄のない美しいまちづくり」を挙げていることから、取り組みがまだ不十分と感

じている市民が多いと推測される。引き続き、関係諸団体等と連携した対応が必要と思われる。 
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２ 事業所アンケート 
調査対象： 長野商工会議所 議員・部会委員及び青年部、女性部 

標本総数： 370 事業所 

調査期間： 令和２年 11 月 18 日（水）から 12 月 18 日（金） 

回収結果： 115 事業所 

回 収 率 ： 31.0％ 

 
（１）回答者の属性 

・業種は卸売・小売業、建設業、製造業が 20％前後となった。 

・従業員数は１～19 人が最も多く、他はほぼ同じ割合となった。 

   

 
 
（２）保全活動の状況 

【凡例】 
 
 
 
 
 
 
 

 
■循環型社会の実現 アンケート結果 現在の状況に対する今後の方針（件数） 

①ごみの減量や分別によ

る資源化の推進など環

境保全に配慮した事業

活動を行うとともに、地

域貢献に努める 

現在     今後 
 
 
 

 
 
 
 

②長く使える製品や再使 

用・再生利用しやすい

製品を供給・使用する

とともに、簡易包装に

努める 

現在     今後 
 
 

   

現在の状況（％） 今後の方針 

  １ 積極的に取り組んでいる   積極的に取り組む予定 

  ２ 取り組んでいる   一定程度取り組む予定 

  ３ 取り組んでいない   取り組む予定はない 

   無効 （空白）   無効 

業種 従業員数 



 

6 
 

③ごみ処理等の手順や方

法及び処理業者などに

ついて把握し、適正な処

理に努める 

現在     今後 
 
 

 

④プラスチックスマート 

に努める 

現在     今後 
 

   

 
■良好な生活環境の保全 アンケート結果 現在の状況に対する今後の方針（件数） 

⑤事業所からの排気及び

排水の測定を行い、設備

の適切な管理に努める 

現在     今後 
 
 
 

   

⑥騒音・振動・悪臭を発生

させないよう施設管理

に努める 

現在     今後 
 
 

   

⑦事業所敷地及び所有空

き地の適正な管理に努

める 

現在     今後 
 
 
 

   

⑧事業所周辺の清掃をす

るなど、周辺住民との

良好な関係の構築に努

める 

現在     今後 
 
 
 

   

⑨適切な夜間照明を行い、

周辺への光害に配慮す

る 

現在     今後 
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■豊かな自然環境の保全 アンケート結果 現在の状況に対する今後の方針（件数） 

⑩地域に生息する希少動 

植物・特定外来生物に

ついての理解に努める

とともに、豊かな自然

を守るため、保全活動

を積極的に行う 

現在     今後 
 
 

   

⑪壁床材、机、鉛筆など森

林資源の積極的な利活

用に努める 

現在     今後 
 

 
 

   

⑫下草刈りや間伐などを

行う里山保全活動への

参加・支援に努める 

現在     今後 
 
 
 

   

 
■豊かで快適な環境の創造 アンケート結果 現在の状況に対する今後の方針（件数） 

⑬工場や事業所の敷地・壁 

面・屋上・駐車場の緑 

地に努める 

現在     今後 
 
 
 

   

⑭雨水貯留施設の設置な 

ど、事業活動における

節水に努める 

現在     今後 
 
 

   

⑮建造物（建物、屋外広告 

等）設置時における地 

域の景観協定への配慮 

や周辺の景観との調和 

に努める 

現在     今後 
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■市民・事業者・行政の連携

強化と人づくりの推進 
アンケート結果 現在の状況に対する今後の方針（件数） 

⑯地域の様々な環境保全

の取り組みへの参加・協

力・支援に努める 

現在     今後 
 
 
 

    

⑰同業種、異業種間での環 
境保全に向けた取り組 
み（輸送、原料リサイ 
クルの共同化など）に 
努める 

現在     今後 
 
 

    

⑱環境教育や環境学習会

の開催または参加に努

める 

現在     今後 
 
 
 

    

⑲従業員に対する環境教

育の推進とボランティ

ア休暇の設定などによ

る環境保全活動への参

加に努める 

現在     今後 
 

    

 
（３）地球温暖化対策の状況 

■地球温暖化対策 アンケート結果 現在の状況に対する今後の方針（件数） 

①事業所のエネルギー使

用について、監視システ

ム（ＢＥＭＳ、デマンド

監視装置等）の導入に努

める 

現在     今後 
 
 
 

   

②低炭素電力の活用に努

める 

現在     今後 
 
 

    

③業務用車両におけるエ 

コドライブに努める 

現在     今後 
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④徒歩、自転車及び公共交

通機関を利用した通勤

に努める 

現在     今後 
 
 
 

    

⑤気候変動の影響を回

避・軽減する取り組みに

努める 

現在     今後 
 

    

⑥2050 年までに二酸化炭

素排出量を実質ゼロに

する取り組みに努める 

   現在     今後     

 

（４）その他の取り組み状況 

 アンケート結果 現在の状況に対する今後の方針（件数） 

①ＳＤＧｓへの取り組み 

現在     今後 
 
 
 

   

②ＥＳＧ投資、ＲＥ100 な

ど環境に考慮した経営

に努める 

現在     今後 
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（５）市に望む環境に関する施策 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●総評 

・循環型社会の実現では、ごみの減量などほとんどの事業所が取り組んでおり、意識が高いと考え 

られる。 

・良好な生活環境の保全では、環境美化や空き地の適正管理、騒音や悪臭等に関する周辺住民への 

配慮など、周囲への配慮に留意している事業所が多い。今後も更に取り組んでいく姿勢が伺える。 

・豊かな自然環境の保全に対するの意識・関心が低く、情報提供のあり方を検討する必要がある。 

・豊かで快適な環境の創造では、敷地の緑化や景観に対する事業所の取組率及び今後の取組希望は 

高い水準にあり、景観に対する意識が高いと考えられる。 
・市民・事業者・行政の連携強化と人づくりの推進では、地域の環境保全活動への参加・協力・支 

援について引き続き高い意識がみられ、地域との連携を大切にする姿勢が伺える。 

・地球温暖化対策では、エコドライブの推進や公共交通機関の利用など取り組みやすい項目を実施 

している事業所が多い。また、気候変動や脱炭素に対する取組への関心も高い。 

・プラスチックスマートや SDGｓ、ESG 投資など最近のトピックスに対する取組希望も高いため、今 

後、情報提供が重要となると思われる。 
・市に望む環境施策としては、「環境保全のための公的融資や補助金制度の充実」、次いで「環境問 

 題にとりくむための事業者向け指針・ガイドラインの作成」、「SDGs に関する取り組みへの支     

 援」となっており、環境保全に対する具体的な支援・情報提供を求めている事業所が多い。 

 


